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本（1988）が開発した「心理的競技能力診断検査（Diagnostic Inventory of 
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性に配慮して修正を行い，最終的に 54 項目の質問項目を準備した． 
 






所属するソフトテニス選手 700 名であり，回答に不備がなかった者 426 名（有
効回答率：61％）（男子選手 146 名，女子選手 280 名；平均年齢 17.9±4.2 歳）





 調査時期は，2013 年 6 月から 11 月であった．なお，この期間内に再検査法




































もっとも低い」から順に，「7：もっとも高い」の 7 件法で自己評価させた． 
 
③主要 5 因子性格検査（Big Five） 
 開発する尺度の妥当性を検討するために，村上・村上（1997）が作成した主

























性の側面から検討した．すなわち，各因子に含まれる項目群の Cronbach の α
係数を算出し，α=0.7 以上を目安に内的整合性を検証した．また，39 名（男子
選手 29 名，女子選手 10 名；高等学校 22 名，大学 16 名，社会人 1 名）の対象
者の本調査と１～2 ヶ月の期間を経て実施した再調査データの相関分析により
尺度の安定性を検証した． 





ために，全対象者のうちの 50 名（男子選手 31 名，女子選手 19 名；高等学校




































に作成された尺度は 5 因子 15 項目の構成であった．第 1 因子は，「試合中，焦



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 尺度の信頼性を検討するために，各因子に含まれる項目群の Cronbach の α
係数と検査－再検査間における相関係数を算出した（表 2-3）．その結果，それ



















































（Sport Confidence Inventory of Soft Tennis：SCI-ST）」が開発できたといえ
る． 
 

















M SD M SD t（48）
75.7 10.9 61.6 11.6 4.13***
14.9 2.8 12.0 3.2 3.19**
17.7 2.5 13.5 3.3 4.58***
15.4 3.1 13.1 3.2 2.46*
14.0 3.0 11.9 2.6 2.60*


















平均値の差を対応のない 2 要因分散分析により検定した．その結果を図 2-2 か








































































































































































































































 本章は，ソフトテニス選手 426 名を対象に，ソフトテニス選手の自信を評価
するソフトテニス版スポーツコンフィデンス尺度（Sport Confidence 
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 対象は，高校生 187 名（男子選手：114 名，女子選手：73 名）のソフトテニ
ス選手を対象とした．平均年齢 16.2±1.0 歳，平均競技経験年数 5.4±2.8 年であ
った．対象者の内訳は，レギュラー93 名，非レギュラー94 名，地区大会レベル
101 名，県大会レベル 41 名，地方・全国大会レベル 45 名であった． 
 
2）調査時期 
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①ソフトテニス版スポーツコンフィデンス尺度（Sport Confidence Inventory 













 ソフトテニス版スポーツコンフィデンスの情報源尺度の原版は，Vealey et al．
（1998）が開発した「Sources of Sport Confidence Questionnaire」の翻訳版
を用いた．この尺度は，「熟達」，「能力の実演」，「身体的・精神的な準備」，「身
体の自己提示」，「ソーシャルサポート」，「指導者のリーダーシップ」，「代理体
験」，「環境の心地よさ」，「状況の有利感」の 9 因子 43 項目で構成されている．
回答は，「あなたが，ソフトテニスを行っていて，どんな時に自信を得ますか？」
という問いに対し，自信の情報源の重要度を「1：全く重要ではない」から順に
「7：非常に重要である」の 7 件法で自己評価させた．Vealey et al．（1998）の
研究により，この尺度の信頼性，妥当性ともに確認がされている．翻訳につい
ては，スポーツ心理学に精通する研究者 12 名により翻訳を行った．その中の 4
名は，長期間の留学経験があり，英語に精通した研究者として翻訳のチェック

















































































探索的因子分析を行ったところ，4 因子 14 項目が抽出された．本研究で抽出さ
れた因子は，「優れた指導」，「他者比較を基にした達成」，「環境・身体の心地よ
さ」，「課題の達成」の 4 因子であった．「優れた指導」は，Vealey によって提








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に含まれる項目群の Cronbach の α 係数を表 3-2 に示した．それぞれの因子の
α 係数は.76 から.87 の範囲であり，十分な内的整合性が確認された．ソフトテ
ニス版スポーツコンフィデンスの情報源尺度の信頼性については，Cronbach








































































SCI-ST 尺度へ与える影響を検討するために SCI-ST 尺度各因子を従属変数，
ソフトテニス版スポーツコンフィデンスの情報源尺度各下位尺度を説明変数と
し，ステップワイズ法による重回帰分析を行った．その結果を図 3-1・3-2 に示





















































（1998）や Hays et al．（2007）の研究結果を支持するものであった．また，
男子選手は，女子選手よりも自信に影響を与える情報源の種類をより多く認知
していることが考えられる．そして，性別の視点からより効率的にスポーツコ

































































































































































































































































































































































































































































































































































































                               第 4 章  
62 
 

































 高校生ソフトテニス選手 295 名を対象に調査を行った．そのうち回答に不備






















学を専攻する大学院生 12 名（博士後期課程 3 年 2 名，博士後期課程 2 年 2 名，
博士後期課程 1年 4 名，博士前期課程 2年 1 名，博士前期課程 1 名 3 名）によ
り，質問項目の理論的な整合性とソフトテニスの技術に対する自己効力感を想
定した内容の妥当性に配慮しているかを協議し，修正を繰り返し，最終的に各
スキル 5 項目ずつの計 25 項目を準備した．回答については，「あなたは，試合
中，どの程度できる自信がありますか？」という質問項目に対し，自己効力感









































検討した．すなわち，各因子に含まれる項目群の信頼性係数（Cronbach の α 係






RMSEA を使用した．GFI，AGFI，CFI は.90 以上（小塩，2008），RMSEA







































った 4 項目で構成された．状況判断自己効力感尺度は，1 因子構造であり，「自
分の調子に合わせて戦術を選択・実行することができる」といった 5 項目で構
成された． 




度指数を求めた．その結果，GFI は，.96 から.99，AGFI は，.93 から.96，CFI
は，.96 から.99，RMSEA は，.06 から.08 の範囲であった．いずれの値におい
ても，基準（小塩，2008；Browne & Cudeck，1993）を満たしており，各















表 4-1．サーブ自己効力感尺度の因子構造および α 係数，モデル適合度指数 
 











表 4-2．レシーブ自己効力感尺度の因子構造および α 係数，モデル適合度指数 
 




















法プロマックス回転による探索的因子分析を行った（表 4-6 から 4-10）．各項
目の天井効果およびフロア効果を確認したところ，いずれの項目においても，
両者の効果は認められなかった．サーブ他者効力感尺度は，1 因子構造であり，
表 4-3．ストローク自己効力感尺度の因子構造および α 係数，モデル適合度指数 
 












表 4-4．ネットプレー自己効力感尺度の因子構造および α 係数，モデル適合度指数 
 











表 4-5．状況判断自己効力感尺度の因子構造および α 係数，モデル適合度指数 
 























た 5 項目で構成された． 
次に，Cronbach の α 係数を求めた結果，.81 から.90 の範囲であり，各スキ
ルの他者効力感尺度の信頼性を得ることができた． 
 そして，各スキル他者効力感尺度のモデル適合度指数を求めた結果，GFI





















表 4-6．サーブ他者効力感尺度の因子構造および α 係数，モデル適合度指数 
 











表 4-7．レシーブ他者効力感尺度の因子構造および α 係数，モデル適合度指数 
 












表 4-8．ストローク他者効力感尺度の因子構造および α 係数，モデル適合度指数 
 






















いった 10 項目で構成された（表 4-11）． 
次に，尺度の信頼性を検討するために，因子に含まれる項目群の Cronbach
の α 係数を求めた結果，.93 であり，信頼性を得ることができた． 
 そして，心理的パフォーマンス他者効力感尺度の妥当性を検討するため，モ
デル適合度指数を求めた結果，GFI＝.95，AGFI＝.87，CFI=.98，RMSEA=.07
表 4-9．ネットプレー他者効力感尺度の因子構造および α 係数，モデル適合度指数 
 












表 4-10．状況判断他者効力感尺度の因子構造および α 係数，モデル適合度指数 
 







































































































































































































































































































































































































































































平均点 標準偏差 平均点 標準偏差 平均点 標準偏差
67.38 13.25 69.65 14.70
52.74 14.67 57.10 16.61
58.81 15.37 63.56 15.67
55.23 14.94 58.90
72.28 15.21
61.76 11.53 66.75 14.27 67.89 15.36
59.74 16.93
53.34 18.50 55.63 19.65 60.08 20.91
69.72 15.39
60.17 16.22 66.46 13.27 71.47 16.65
15.07 63.77 16.13
41.11 14.33 47.60 14.61 54.34 14.32
19.87
47.34 14.96 56.71 14.54 61.21 14.49
40.44 16.57 41.96 19.42 48.35
15.84
地区大会レベル 県大会レベル 地方・全国大会レベル
46.93 14.63 54.52 14.59 60.28 16.28
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                               第 5 章  
84 
 































 高校生ソフトテニス選手 295 名を対象に調査を行った．そのうち回答に不備

















 ソフトテニスにおける特性的な自信を測定するために，第 2 章で作成したソ

















































ワイズ法による重回帰分析を行った．統計解析ソフト SPSS Statistics 23（IBM）
を使用し，有意水準は 5％未満とした． 
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  高校生女子ソフトテニス選手 18 名（9 ペア）を対象に調査を行った．平均
競技経験年数は，5.3±1.5 年であった．分析対象とした試合は，全国大会へと繋



















各尺度の項目群の Cronbach の α 係数は，.78 から.84 の数値を示しており，信
頼性が確認されている．また，各尺度の妥当性においても，モデル適合度指数
が GFI＝.96 から.99，AGFI＝.93 から.96，CFI=.96 から.99，RMSEA=.06 か






という質問文に変更し，評価させた．各尺度の項目群の Cronbach の α 係数
は，.81 から.90 の数値を示しており，信頼性が確認されている．また，各尺度
の妥当性においても，モデル適合度指数が GFI＝.99，AGFI＝.94 から.96，






























































本研究における分析では，統計解析ソフト SPSS Statistics 23（IBM）を用



















































































































































































サーブペア効力感 レシーブペア効力感 ストロークペア効力感 ネットプレーペア効力感 状況判断ペア効力感
負け試合 勝ち試合









































































































M SD M SD t（17） p r
1stサーブ成功率（％） 59.30 18.30 55.08 18.58 .97 .35 .23
レシーブ成功率（％） 90.01 6.98 90.47 6.13 .21 .84 .05
ストロークウィナー数（回） 1.36 1.13 1.71 1.45 1.17 .26 .27
ストロークウエラー数（回） 3.42 2.78 3.28 2.35 .26 .80 .06
ネットプレーウィナー数（回） 1.09 1.53 1.31 1.96 .57 .58 .14
ネットプレーエラー数（回） 0.56 0.92 0.93 1.32 1.33 .20 .31
注）a：n＝18，M：平均値，SD：標準偏差，r：効果量
































































R2 F β ｔ p
ストロークウィナー数
.18 13.97
状況判断自己効力感 .37 4.66 p＜.001
ストローク他者効力感 .20 2.52 p＜.05
ストロークエラー数
.23 12.40
ストローク自己効力感 .18 2.05 p＜.05
ストローク他者効力感 .46 4.78 p＜.001
状況判断他者効力感 -.43 0.38 p＜.001
ネットプレーウィナー数
.48 38.96
ネットプレー自己効力感 .70 10.03 p＜.001
状況判断自己効力感 -.62 6.36 p＜.001
心理的パフォーマンス自己効力感 .23 2.48 p＜.05
ネットプレーエラー数
.36 17.47
ネットプレー他者効力感 .22 1.77 p＜.05
状況判断自己効力感 -.60 5.03 p＜.001
心理的パフォーマンス自己効力感 .37 3.52 p＜.01
ネットプレー自己効力感 .37 2.96 p＜.05
変数
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第 2 章では，ソフトテニス選手 426 名を対象に，ソフトテニス選手の自信を
評価するソフトテニス版スポーツコンフィデンス尺度（Sport Confidence 
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6．心理的パフォーマンス他者効力感尺度（佐久間ほか，印刷中 b）  











1 試合中、焦ってしまう場面でも自分を落ち着かせることができる 1 2 3 4 5 6 7
2 辛い練習を十分にやってきた 1 2 3 4 5 6 7
3 最後まで体力が持つ 1 2 3 4 5 6 7
4 ボレーやスマッシュをフォローできる 1 2 3 4 5 6 7
5 雨の中でも対応できる 1 2 3 4 5 6 7
6 失敗したプレーから立ち直り，気持ちを切り替えてプレーすることができる 1 2 3 4 5 6 7
7 これだけ練習をやってきたから大丈夫だと思える 1 2 3 4 5 6 7
8 ポイント間で体力を回復することができる 1 2 3 4 5 6 7
9 相手のショットを予測できる 1 2 3 4 5 6 7
10 霧の中でも対応できる 1 2 3 4 5 6 7
11 レシーブを確実に実行することができる 1 2 3 4 5 6 7
12 チームメートと力を合わせて頑張ってきた 1 2 3 4 5 6 7
13 厳しい暑さ，寒さでも自分の力を発揮できる 1 2 3 4 5 6 7
14 ネットインしたボールに対して冷静に処理することができる 1 2 3 4 5 6 7






























































1 新しいスキルを習得した時 1 2 3 4 5 6 7
2 勝利した時 1 2 3 4 5 6 7
3 指導者の判断力が優れていると感じた時 1 2 3 4 5 6 7
4 状況が思い通りになっている時 1 2 3 4 5 6 7
5 自分のスキルの精度が上がった時 1 2 3 4 5 6 7
6 身体の調子が良いと感じる時 1 2 3 4 5 6 7
7 優れた指導者であると感じた時 1 2 3 4 5 6 7
8 快適な環境であると感じた時 1 2 3 4 5 6 7
9 自分が相手よりも優れていることを知った時 1 2 3 4 5 6 7
10 指導者の判断を信じた時 1 2 3 4 5 6 7
11 好きな環境でプレーしている時 1 2 3 4 5 6 7
12 自分が相手よりも優れていることを証明した時 1 2 3 4 5 6 7
13 優れた指導をしてくれると感じた時 1 2 3 4 5 6 7







































1 ファーストサーブを入れることができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
2 攻撃的なファーストサーブを入れることができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
3 いろいろなコースにサーブを打ちわけることができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
4 いろいろな球種のサーブを打ちわけることができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
1 セカンドサーブに対して攻撃的なレシーブを打つことができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
2 サーブで攻められてもレシーブすることができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
3 いろいろなコースにレシーブを打ちわけることができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
4 いろいろな球種のレシーブを打ちわけることができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
1 フォアハンドストロークでいろいろな球種・コースを打ちわけることができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
2 バックハンドストロークでいろいろな球種・コースを打ちわけることができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
3 相手のシュートボールをロビングでしのぐことができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
4 走らされたボールに対しても，追いついて返球することができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
5 サイドパッシングやトップ打ちでチャンスボールを決めることができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
1 ハイボレーやスマッシュでチャンスボールを決めることができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
2 ネットプレーの際，相手にプレッシャーを与えられるポジションをとることができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
3 相手のアタックを止めることができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
4 ポーチボレーを決めることができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
1 相手の情報を素早く収集し，戦術を選択・実行することができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
2 雨や風に対応した戦術を選択・実行することができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
3 いろいろなコート（オムニやクレーなど）に対応した戦術を選択・実行することができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
4 ペアの調子に合わせて戦術を選択・実行することができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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1 最後まであきらめずに，がんばることができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
2 闘争心（闘志）を持って，試合することができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
3 自分の目標を達成するという気持ちを持って，試合をすることができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
4 勝つという意欲を持って，試合することができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
5 自分を見失うことなく，試合をすることができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
6 緊張しすぎることなく，試合をすることができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
7 集中力を持って，試合をすることができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
8 自信を持って，試合をすることができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
9 作戦や状況判断を，うまく行うことができる 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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 『第 26 回テニス学会』，共同・筆頭，2014 年 12 月． 
 
10）Tomohisa Sakuma, Fumio Mizuochi, Hirohisa Isogai 
Development of Trait Sport Confidence Inventory of Soft Tennis (ST-T-
SCI) and Examination of its Composition 
 『AASP's 2014 Conference』，共同・筆頭，2014 年 10 月． 
 
11）佐久間智央，神力亮太，磯貝浩久 





 『第 63 回九州体育・スポーツ学会』，共同・筆頭，2014 年 9 月． 
 
12）Sakuma Tomohisa, Isogai Hirohisa, Masanori Takahashi 
Examination of the compositions of Trait Sport Confidence for Soft Tennis 



































































平成 29 年 3 月吉日 
佐久間 智央 
